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はじめに

1960年代に入り、多くの青年が目立った反
抗や混乱，不適応を示すことなく平穏化し、
彼らの心からがむしゃらさが消失したと言わ
れるに及んで 1 ）、かつてスタンレー・ホール
が疾風怒濤の時代と表現した、不安と動揺が
特徴的な青年期はもはや古典と化した。

また、1960年から1970年にかけて、アルバ
イト等には熱中するが、授業にほとんど出席
せず期末試験も受けないため留年を繰り返す
一群の学生が、スチューデント・アパシーと
して問題化するようになった。1980年代に入

ると、形式的な関係や情緒的な深まりのない
場面ではソツなくこなせるが、対人関係が深
まりより親密な関係に発展する場面で困難を
感じる、ふれあい恐怖心性を持つ学生が出現
した。最近になって、発達障害あるいはその
傾向のある学生の存在が目につき始め、彼ら
のコミュニケーション能力や行動上の問題が
浮上している 2 ）。

他方、寺崎 3 ）は、MPI を使用して1970年
から1984年までの大学生の外向性傾向および
神経症的傾向について逐年変化を調べた。そ
の結果、男女とも外向性傾向は増減を繰り返
しながら緩やかな高まりを見せているが、神
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経症的傾向は減少傾向を示した。
また、持主ら 4 ） は、SPI（Synthetic…Per-

sonality…Inventory/…株式会社リクルートマネ
ジメントソリューションズ）を用いて1997年
から2007までの十年間の性格傾向の変化を調
べた。その結果、神経質で周囲に敏感な傾向
を特徴とする敏感性、および不安を感じ悲観
的になりやすい傾向を示す自責性が上昇傾向
にあることが分かった。

このような大学生の性格的な変化が、それ
以後どのような傾向を示しているのであろう
か。今や、彼らを取り巻く社会情勢は変革の
途にあり、情報通信技術の想像を絶する進歩
による生活スタイルの変化には目を見張るも
のがある。特に、SNS の普及が大学生に与
える影響は大きく、SNS を頻繁に利用する
学生は自己肯定感を高め 5 ）、信頼関係や結び
つき、共に支え合う傾向が強く 6 ）、キャンパ
ス生活の満足度を高めている 7 ）といった報
告がある一方、憂鬱な気分など精神衛生上の
問題等の急増 8 ）… 9 ）や学業成績低下との関連
性10）も指摘されている。

そこで、2008年に柴原11）が発表した大学
生の不安レベルと外向性および神経症的傾向
が、その後どのように変化しているのか調べ
ることを目的に、本研究において2015年から
2019年までの5年間のデータを分析し、2008
年の調査結果と比較する。2008年の調査に
よると、外向性を測る E 得点は男子大学生
25.38、女子大学生26.59と若干女性の方が高
く、神経症的傾向を測る N 得点は男子大学
生25.78、女子大学生28.48となっており、女
性の方が高いことが報告されている。また、
不安尺度との関係を見ると、外向性と負の相
関が、神経症的傾向と正の相関が見られた。
この関係は1978年に発表された岸本・今田12）

の調査結果と同じであり、Y-G 性格検査等の
別の質問紙を用いた田中・菅13）の結果もこ

の関係を支持している。
ところで、2008年は Twitter…および Face-

book が日本でのサービスを開始した年で、
その後2010年に Instagram、2011年に LINE
が登場することになる14）。また、ICT 総研の
調査により、2015年から2019年にかけて日本
における SNS 利用率は65.3% から78.2% と上
昇し、急速に SNS が普及していることが示
されている15）（図1参照）。

図1　2015年～2019年の SNS 利用者数と利用率

方法

1．調査対象
K 大学学生103名（男性36名、女性67名）

が本調査に参加した。

2．質問紙
MAS…（Manifest…Anxiety…Scale）… 日本版16）

と MPI…（Maudsley…Personality… Inventory）…
日本版17）を使用した。MAS は、個人が有す
る身体的・精神的不安を含めた種々の不安を
包括的に測定し、その慢性的な不安の程度を
評価することを目的に作成された検査であ
る。MMPI から抽出された不安尺度50項目
に、妥当性尺度15項目を加えた65項目で構成
されている。

また、MPI は外向性（E 尺度）と神経症
的傾向（N 尺度）という二つの性格特性を同
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時に測定し、それぞれの尺度得点の組合せに
よって幾つかの性格像を描き出すことを目的
としている。E 尺度・N 尺度（各24項目）に
虚偽発見尺度（L 尺度20項目）、および予備
項目（12項目）の80項目から成っている。

3．実施方法と実施時期
2015年から2019にかけて、授業中（4月～5

月）に受講生の同意を得てテストを行い、そ
の場で検査用紙ならびに回答用紙を回収し
た。各受講生に対し、まず MPI を最初に実
施し、4週間後に MAS を実施した。各質問
紙の回答終了後、受講生に対してテストの目
的や結果の解釈、データの扱い方等について
十分な説明を行った。

結果

無応答（？）数が MAS において10以上あ
る者1名、MPI において20以上ある者3名の
計4名、および MPI における虚構得点（L 尺
度）が21点以上ある6名を合わせた計10名を
除いた93名（男性34名、女性59名）がデータ
分析の対象となった（表1参照）。

表1　各年度における調査対象者数
年度 2015 2016 2017 2018 2019
人数 19 22 38 11 13

1．MAS の分析
MAS の平均値（Mean）と標準偏差（SD）

を表2に示す。比較のため、この表には柴原
11）、大村および阿部・高石のデータ（顕在性
不安検査使用手引16）より抜粋）も載せてある。
また、表3に MAS における5段階法による得
点段階基準を示す。

表2および表3を見ると、1968年と1981年で
は男女ともに不安水準は普通の範囲内（段階

Ⅲ）にあるが、2008年において不安は男性で
やや高く（段階Ⅱ～Ⅲ）、女性では非常に高
いレベル（段階Ⅰ）にあることが分かる。今
回の調査では、逆に男性が高い不安レベル（段
階Ⅱ）にあり、女性はやや高いレベル（段階
Ⅱ～Ⅲ）に落ち着いている。

21世紀に入り、いじめや不登校の増加と
いった学校における問題だけでなく、児童虐
待、ニグレクト、DV といった家庭における
問題、さらにはハラスメントといった職場に
おける問題が深刻化し、心のケアが強く求め
られるようになった。また、実際に心のケア
による支援を受けた生徒、あるいはケアを必
要とした友人や知人などと接する機会を持っ
た生徒が、大学で心理学や精神保健学を専攻
するケースも少なくない。柴原11）および本
調査で不安のレベルが高いのはこのような要
因が関係しているのかもしれない。調査対象
となる学生の専攻領域をさらに広げた今後の
調査研究が待たれる。

表2　  MAS における不安尺度の平均値（Mean）と
標準偏差（SD）

MAS
本調査 柴原

（2008）
大村

（1981）
阿部・高石
（1968）

Mean…（SD）Mean…（SD）Mean…（SD）Mean…（SD）
男子大学生 24.0…（8.3） 22.7…（7.7） 20.9…（8.7） 17.8…（7.4）
女子大学生 23.7…（8.6） 27.3…（8.6） 22.6…（8.0） 17.8…（7.6）

表3　MAS における5段階法による得点段階基準
段階 点数範囲
Ⅰ 27以上
Ⅱ 23－26
Ⅲ 14－22
Ⅳ 13－10
Ⅴ 9以下

2．MPI の分析
本調査結果および柴原11）による、MPI に

おける E 尺度、N 尺度および L 尺度の平均
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値（Mean）および標準偏差（SD）を表4に示す。
本結果は、柴原11）と比べ E 尺度において、

男性で5.0、女性で4.2減少しており、N 尺度
では、男性で2.1、女性で3.7減少している。
また、L 尺度においては男女とも両結果に変
化はほとんど見られない。

E 尺度と N 尺度は相関しないと言われて
いるが18）、柴原11）および本調査において男性
では有意な相関は見られなかったが（それぞ
れ、r…=-.228,…p…>.05;…r…=-.184,…p…>.05）、女性
に有意な負の相関が見られた（それぞれ、r 
=-.472,…p <.05;…r =-.281,…p <.05）。つまり、女
性の場合、神経症的傾向が高くなると、より
内向的になることが示された。

3．MAS と MPI の関係

MAS の不安得点と MPI の E 尺度および
N 尺度の得点との相関を調べてみると、N 得
点と有意な正の相関（r…=.722,…p…<.01）、E 得
点と有意な負の相関（r…=-.325,…p <.01）が見
られた（表5参照）。これは、柴原11）の結果
と一致する。

そこで、MPI の E 尺度および N 尺度を説
明変数、MAS の不安尺度を目的変数とする
重回帰分析（強制投入法）を行ったところ、
外向性および神経症的傾向ともに不安レベル
に影響を及ぼしていることが分かった（表6
参照）。特に、神経症的傾向は不安感の重要
な要因となっているといえよう。

表4　MPI における E、N、L 尺度の男女別平均値（Mean）と標準偏差（SD）

MPI
E 尺度 N 尺度 L 尺度

Mean…（SD） Mean…（SD） Mean…（SD）

本研究

男子大学生
（34名） 20.4（11.6） 23.7（10.9） 11.6（5.7）

女子大学生
（59名） 22.4（11.7） 24.8（11.5） 10.5（5.2）

柴原
（2008）

男子大学生（37名） 25.4（12.2） 25.8（11.9） 11.2（4.8）
女子大学生（27名） 26.6（9.2） 28.5（10.4） 10.7（4.9）

表5　MAS の不安得点と MPI の E および N 得点との相関

被検者群 人数
MAS（不安尺度）

MPI（N 尺度） MPI（E 尺度）
本研究 93名 .72** -.33**

柴原（2008） 64名 .73** -.26*
*…p<.05…,…**…p<.01

表6　E 得点・N 得点を説明変数、不安尺度を従属変数とした重回帰分析

F（2,90）…=…53.931,…p…<.001
R…=.738
R2…=.545

β t p
N 尺度 .683 9.327 .001
E 尺度 -.159 -2.173 .032
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考察

2008年の MAS および MPI に関するデー
タと2015年から2019年までの平均データとを
比較することで、大学生の性格における変化
を調べた。

MAS により測定された不安水準は、男子
大学生でやや高い段階から高い段階へと上昇
したが、逆に女子大学生では非常に高い段階
からやや高い段階へと下降した。いずれにせ
よ、1968年の阿部・高石、1981年の高石によ
る MAS を用いた調査と比べると高い不安水
準にあることが分かる。

藤井19）は、1998年のデータをもとに不安
の3因子として日常生活不安（大学生活にお
いて一般に感じる不安）、評価不安（他人の
評価に対する不安）、大学不適応（大学に対
する不適応感）を特定している。また、男子
学生に比べ女子学生の方が不安を強く感じて
おり、学年が上がり大学生活に馴染むにした
がって不安感は減少する傾向にあることを報
告している。それに対し、持主 4 ）は1997年
から2007年までの10年間のデータを調査し、
不安傾向と関係する自責性が男女とも継続的
に上昇傾向にあることを見出した。

1998年は、日本の年間自殺者数が前年より
8000人以上増加し3万人超えとなった年であ
り、その前年はいわゆる「14歳の少年による
酒鬼薔薇事件」で世間を騒がした年でもあ
る。2000年に入ると、児童虐待・少年犯罪が
深刻化し、2002年には刑法犯認知件数が戦後
最悪の285万件を記録した。また、ストーカー
規制法（2000年）や DV 防止法（2001年）が
施行され、2003には SARS が流行し社会は
不安に揺れた。2000年代後半には「いじめ自
殺」が各地で勃発し学校教育の在り方が問わ
れた。このような社会情勢にあって、不安感
が高まるのも当然と言えよう。

正木20）が指摘しているように、即時的に
情報を共有することでできるオンラインの人
間関係が、たとえ強いつながりが無くても気
楽にコミュニケ―ションがとれ、安心感を与
える居心地のよい空間を提供すると考えるな
ら、本研究で見出された女子学生における不
安傾向の低下は SNS の普及が影響している
との解釈も可能である。この点は、性差も含
めてさらに検討する必要がある。

他方、MPI による外向性および神経症的
傾向については、1978年の岸田・今田のデー
タも含めると、男女ともに減少傾向にあるこ
とが分かる（図2a・図2b 参照）。つまり、男
女とも神経症的傾向は減少し、より内向的な
傾向を示している。ただし、両者の間に有意
な負の相関が認められるのは女子学生のみで
ある。オフラインでの社会的ネットワークの
欠如をオンラインでの対人関係が補償（com-
pensation）するという点で、SNS は不安や孤
立から人を守ると言われている21）。特にオフ
ラインでの関係が希薄な人は、SNS を使用
することで彼らの内向性を補償しているとの
報告がある22）…23）…24）。このように考えると、本
研究で示した神経症的傾向の減少化と内向性
への傾向は、補償効果によるものかもしれな
い。この点についても検証する必要があろう。

図2a　各研究における男子大学生の E 尺度および N 尺度
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図2b　各研究における女子大学生の E 尺度および N 尺度

MAS と MPI の関係を見ると、柴原11）と
同様、不安水準は神経症的傾向と有意な正の
相関が、外向性と有意な負の相関が見られる。
また、不安水準には神経症的傾向の要因が強
く働いていることも分かった。この神経症的
傾向は遺伝子的にも不安感と関連しているこ
とが指摘されている25）。

Eysenck は、E 尺度と N 尺度を低い（－）、
普通（0）、高い（＋）の3つのレベルに分け、
それぞれの組合せから9の性格像を考案した

（E － N － ,…,E － N0…,E － N+,,…E0…N － ,…E0…N0,…E0…N+,…
E+…N－,…E+…N0,…E+…N+）。表7から分かるように、
E 尺度のレベルに関わらず、N 尺度が＋（神
経症的傾向が高い）の場合、全て不安の段階
がⅠ（非常に不安が高い）に属している。こ
こからも、不安と神経症的傾向との強い関係
が読み取れる。

現代の青年の友人関係のあり方は、円滑で

うまく付き合っていくことを望んではいる
が、お互いの距離が縮まるような深い関係に
なるのはなるべく避けたいという傾向があり
20）、この性格傾向が SNS とぴったり当ては
まった。SNS は学生のコミュニケーション
に変革をもたらし、そのポジティブな点も指
摘されてはいるが、頻繁に利用することで社
会的適応力の低下を生み、一部でネット依存
やゲーム依存、あるいは抑うつという病的状
態を作り上げてもいる。

他方、SNS の普及は大学の教育現場にも
変化をもたらした。これまでは、教員が授業
の内容を黒板に板書し、学生はそれをノート
に書きとる。場合によっては、学生の私語に
教員は悩まされることもあった。しかし最近
では、教員はパワーポイントを使って授業内
容を提示し、学生はスマートフォン等の通信
機器のカメラ機能を使ってそれを写し撮る。
授業を聞かない学生はスマートフォンをひた
すら操作し続け、私語はほとんどなくなった
が学力の低下を懸念する声も聞かれる。

今後は、MAS や MPI で測定された性格傾
向だけでなく、その他のテストで測定された
性格特性と SNS の関係について体系的に調
査することが望まれる。
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